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海
上
保
安
大
学
校

　
　
　
　
　
海
上
保
安
学
校

　
海
上
保
安
庁
で
は
、
昭
和
五
十
二

年
度
の
海
上
保
安
大
学
校
、
海
上
保

安
学
校
学
生
（
国
家
公
務
員
）
を
つ

ぎ
の
と
お
り
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
受
付
期
間
　
昭
和
五
十
二
年
十
月

四
日
～
十
月
十
七
日
ま
で

　
受
験
資
格
　
昭
和
二
十
九
年
四
月

二
日
（
海
上
保
安
大
学
校
学
生
は
昭

和
三
十
二
年
四
月
二
日
）
以
降
生
れ

の
男
子
で
、
高
等
学
校
卒
業
者
（
昭

和
五
十
三
年
三
月
ま
で
に
卒
業
見
込

み
の
者
を
含
む
）
か
、
高
等
専
門
学

㎜
搬
擢
礁
粥
簾
樵
灘
鑛
…

…
2
日
中
条
病
院
（
北
原
）
　
…

…
　
　
　
3
7
の
3
0
1
8
番
…

｝
9
日
　
大
島
医
院
（
川
原
町
）
　
…

…
　
　
　
8
2
の
2
9
5
7
番
㎜

30　23　16馨10
日　　　日　　　日　　の日
　　　　　　　　　　　　旦

学
生
募
集
”

校
の
第
三
学
年
を
修
了
し
た
者
（
昭

和
五
十
三
年
三
月
ま
で
に
修
了
見
込

み
の
者
を
含
む
）
又
は
、
大
学
入
学

資
格
検
定
に
合
格
し
た
者
。

　
採
用
予
定
数
〈
海
上
保
安
大
学
校

学
生
〉
約
五
十
名
　
　
〈
海
上
保
安
学

校
学
生
〉
水
路
課
程
約
十
五
名
　
燈

台
課
程
約
三
十
五
名
　
通
信
課
程
約

二
十
名
　
航
海
・
機
関
・
主
計
課
程

約
百
名

　
受
験
手
続
き
等
詳
し
い
こ
と
は
、

六
十
円
切
手
を
は
っ
た
返
信
用
封
筒

を
同
封
の
上
、
〒
九
五
〇
　
新
潟
市

万
代
二
丁
目
二
番
一
号
第
九
管
区

・
海
上
保
安
本
部
総
務
部
人
事
課
（
台

新
潟
局
四
四
－
四
一
五
一
番
）
へ
お

た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

十
日
町
病
院
（
高
田
町
三
南
）

　
8
7
の
5
5
6
6
番
…

至
誠
堂
病
院
（
西
浦
東
）
　
…

　
8
2
の
3
2
7
6
番
…

池
田
医
院
（
本
町
西
一
）
…

　
8
2
の
2
5
8
1
番
…

山
ロ
医
院
（
袋
町
中
）
　
…

　
8
2
の
2
1
7
4
番
…

献血車目程

と　き　10月26日（水）／午前10時～午後3時

ところ　十目町砂利合資会社

と　き　10月27日（木）／午前10時～午後3時

ところ　滝文工業㈱若草ファッションプラザ

明日といわず今献血しましょう

事
業
名

期
　
日

受
付
時
間

会
場
名

対
象
者

参
集
区
域

備
　
　
　
考

3
才
児

検
診

10
月
1
2
日

　
（
水
）

午
後
－
時

　
　
～

　
　
2
時
半

勤
労

青
少
年
ホ
ー
ム

49
年
4
月

生
れ
の
者

全
　
域

3
才
6
ヵ
月
児
を

対
象
に
実
施
し
ま

す
。
個
人
通
知
が
な
，
～

て
も
、
該
当
月
の

紡
嚇
％
い
で
く
だ

離
乳
食

実
習
並

び
に
育

児
相
談

10
月
1
3
日

　
（
火
）

午
後
－
時
半

　
　
～

　
　
2
　
時

＋
日
町
公
民
館

51
年
1
2
月

　
　
～

52
年
2
月

生
れ
の
者

十
日

川
　
　
治

六
　
　
箇

大
井
田

新
座
地
区

身
体
測
定
後
、

離
乳
食
実
習
を
し

ま
す
。

育
児
学

級
並
び

に
4
ヵ

月
児
検

診

10
月
1
4
日

（
金
）

午
後
－
時

　
　
～

　
　
1
時
半

＋
日
町
公
民
館

52
年
6
月

生
れ
の
者

全
　
域

育
児
学
級

身
体
測
定

内
科
検
診

妊
婦
貧

血
・
食

事
実
習

10
月
2
7
日

　
（
木
）

午
後
－
時
半

　
　
～

　
　
2
　
時

＋
日
町
公
民
館

妊
婦
　
希
望
者

全
　
域

最近アルコール中毒患者がふえています

　アルコールは直接胃の粘膜から吸収され、血液

をとおして全身をまわります。1杯の酒を飲んで

もすぐ眼のふちがポーッと赤くなるのはそのため
です。

　多量に飲みますと精神的、肉体的マヒをおこし

ます。アルコール中毒は家庭を破壊し、社会的に

悲劇のもとになりますから、これらの予防のため
につぎのことに注意しましょう．

　　米毎日のお酒の量はほどほどにする。

　　米毎日続けてのまない。

　　米強い酒は水で割り、酒のさかな（副食

　　　物）をとりながら飲む。これは胃を守
　　　り急激に酔わない秘訣です。

　
り
注
酒
て
水
り
酔
な
蛋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か

　
に
と
の
続
酒
を
激
さ
質
タ
肪
健
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
急
の
良
ビ
脂
の

ア
も
の
毎
毎
強
物
り
酒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
来

　　　良質の蛋白質を十分とる。

　　　ビタミンを十分とる。

　　　脂肪はとりすぎないように。

（明日への健康と活力のために晩しやくの量はほ
どほどにとることが賢明であり安全です。）

　
　
結

　
　
赫

　　□24号口編集発行／十Eヨ町市役所（電話㈹7－31m苗月25日（1部6円、

○
－

：
と
じ
て
保
存
し
て
く
だ
さ
い
：

　
十
日
町
地
域
消
防
署
で
は
、
こ
と

し
も
十
一
月
マ
日
（
火
）
か
ら
七
日

（
月
）
ま
で
秋
季
火
災
予
防
運
動
を

実
施
し
ま
す
。

　
こ
の
運
動
は
、
火
災
多
発
期
を
迎

え
る
に
あ
た
り
市
民
ひ
と
り
ひ
と
り

の
防
火
意
識
の
向
上
を
図
り
、
火
災

の
発
生
防
止
と
人
命
の
損
傷
事
故
の

絶
滅
を
目
的
に
行
う
も
の
で
、
期
間

中
つ
ぎ
の
行
事
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
今
回
は
、
幼
児
・
老
人
の

焼
死
防
止
対
策
の
徹
底
、
実
地
に
即

し
た
自
主
防
火
管
理
体
制
の
確
立
を

重
点
的
に
実
施
し
ま
す
。

■
ポ
ス
タ
ー
、
立
看
板
の
掲
示

■
消
防
車
両
に
よ
る
防
火
宣
伝

■
チ
ャ
イ
ム
、
有
放
に
よ
る
防
火
放

送
■
事
業
所
立
入
検
査
、
危
険
物
施
設

立
入
検
査
　
な
お
、
消
防
団
員
に
よ

る
一
般
住
宅
の
防
火
診
断
も
行
わ
れ

ま
す
。

第3回市民芸能察織
会場／十日町寮幾会館※零墾鱗繍鐵
期　　日‘喉｝　　糠　　　鵜・　　驚　　　　　・識…、1

10月2融㊤複7：繋o　郷畿芸欝のタ織1．）

　　　　　　9：00　　　　・　　）
・智匙，㊧推駕9灘讐巻霧甕鑛饗B
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　　　　　　　　　　　　　　　　　）
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　　　　　　5：0⑥　　　　　　　）
　　　　　　　　　　　　　、　　　）
　◆新座線バス運休のお繍めせ◆　　）
県道中条田川線の美橋（仮称）のかけかえ工事鵜　）

水道工事が加わり、新座線のバスが、10潟2姻が　）

ら朋25日まで運休に勧ます．また搬の載）
新座力、β、騨までの間に、4ヵ所が交灘纏な）
轟）ますのでご協力をお願いします．　　≧

期　　日撮｝ 糠　　　鵜・ 驚　　　　　　識・1

10月28欝㊤
　7：00
複　　1

　9：00
郷畿芸欝のタ織．．

く交鑑の魏》

”月3a㊧
　1＝00推　　奪

　5；oo

肖騰㎎鑑一叢i蹴糠繋

　と鷺穂太糠

”月6日②

　4；oo養　　1

　6：00．
演　　　　麓

　6：3◎
鞍　　筆

　9：00

フオーク
　フ瀧スディ裁鐵

”月13日◎
　1：0◎
盛　　1

　5：0⑥

詩晦と剣舞ξ観踊

－
○■

消
火
器
維
持
管
理
、
使
い
方
の
指

導　
家
庭
で
も
、
職
場
で
も
、
火
の
元

点
検
に
心
が
け
、
恐
ろ
し
い
火
災
を

防
止
し
ょ
う
。

石
油
ス
ト
ー
ブ
は

自
動
消
火
装
置
付

の
も
の
を
〃
”

　
降
雪
期
が
近
づ
き
、
火
気
を
使

用
す
る
機
会
が
多
く
な
り
ま
し
た

が
、
つ
ぎ
の
こ
と
に
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

　
●
移
動
式
石
油
ス
ト
ー
ブ
は
、

自
動
消
火
装
置
付
の
も
の
を
使
用

し
て
く
だ
さ
い
。

　
こ
の
装
置
の
な
い
も
の
は
昭
和

五
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
、
使
用

で
き
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

国
民
年
金

　
裁
定
請
求
は
お
早
目
に

　
国
民
年
金
で
は
、
加
入
さ
れ
た
方

が
老
齢
に
な
っ
た
と
き
や
、
病
気
、

け
が
の
た
め
障
害
に
な
っ
た
と
き
、

あ
る
い
は
、
ご
主
人
と
死
別
し
て
母

子
家
庭
と
な
っ
た
と
き
な
ど
に
、
本

人
や
遺
族
の
生
活
の
安
定
を
は
か
る

た
め
に
、
い
ろ
い
ろ
な
年
金
を
支
給

し
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
年
金
は
ご
主

人
か
ら
「
裁
定
の
請
求
」
が
あ
っ
て

初
め
て
支
給
さ
れ
ま
す
。
こ
の
請
求

を
五
年
以
内
に
し
な
い
と
時
効
に
よ

っ
て
年
金
を
受
け
る
権
利
を
永
久
に

失
い
ま
す
か
ら
、
く
れ
ぐ
れ
も
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

　
国
民
年
金
に
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に

い
ろ
い
ろ
の
給
付
が
あ
り
ま
す
か
ら

ど
れ
か
に
該
当
し
て
い
る
と
思
わ
れ

る
と
き
は
、
す
ぐ
に
市
役
所
市
民
課

国
民
年
金
係
へ
お
問
い
合
わ
せ
の
う

え
、
な
る
べ
く
早
く
請
求
の
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

●
老
齢
年
金
、
通
算
老
齢
年
金
…
六

十
五
歳
か
ら
支
給

●
障
害
年
金
…
障
害
者
に
支
給

●
母
子
、
準
母
子
年
金
…
母
子
家
庭

等
に
支
給

●
遺
児
年
金
…
孤
児
に
支
給

●
寡
婦
年
金
…
寡
婦
に
支
給

●
死
亡
一
時
金
…
被
保
険
者
の
死
亡

時
遺
族
に
支
給

国
民
年
金
被
保
険
者
住
宅

資
金
融
資
申
込
を
受
け
付

け
て
い
ま
す
、

個
人
住
宅
建
設
資
金
　
十
月
二
十
九

日
ま
で
。

増
改
築
資
金
　
十
月
三
十
一
日
ま
で

　
（
く
わ
し
く
は
住
宅
金
融
公
庫
業

務
取
扱
金
融
機
関
へ
）
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特
別
保
証
制
度
を
設
置

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
無
担
保
で
七
百
万
円

　
新
潟
県
信
用
保
証
協
会
は
、
十
月

一
日
か
ら
、
新
潟
県
構
造
不
況
、
円

高
対
策
特
別
保
証
制
度
を
設
け
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
長
期
に
わ
た
る
構
造

不
況
又
は
最
近
の
急
激
な
円
高
傾
向

に
よ
り
、
厳
し
い
状
況
下
の
中
小
企

業
の
金
融
の
円
滑
を
図
り
、
経
営
の

安
定
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
に
設
け

ら
れ
た
も
の
で
す
。

保
証
対
象
　
県
内
に
店
舗
又
は
工
場

を
有
し
、
六
ヵ
月
以
上
同
一
事
業
を

営
む
中
小
企
業
者
で
、
つ
ぎ
の
事
項

に
該
当
す
る
者

ω
特
定
業
種
（
繊
維
工
業
　
鉄
工
業

一
般
機
械
器
具
製
造
業
　
等
）

働
認
定
基
準
　
つ
ぎ
の
事
項
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
者

　
●
最
近
三
ヵ
月
間
の
月
平
均
売
上

高
な
い
し
生
産
数
量
等
又
は
今
後
三

ヵ
月
間
の
受
注
数
量
が
、
昭
和
五
十

年
度
又
は
五
十
一
年
度
同
期
の
月
平

均
売
上
高
な
い
し
生
産
数
量
等
に
比

し
て
、
お
お
む
ね
十
獅
以
上
減
少
し

て
い
る
こ
と
に
よ
り
経
営
に
著
し
い

支
障
の
あ
る
こ
と
。

　
●
そ
の
他
特
別
の
事
由
に
よ
り
こ

の
制
度
の
対
象
と
す
る
こ
と
が
適
当

で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
。

個
認
定
　
ω
、
ω
に
該
当
す
る
こ
と

を
市
町
村
長
が
認
定
し
た
者
。

資
金
使
途
　
運
転
資
金

保
証
条
件
　
●
保
証
限
度
　
一
企
業

七
百
万
円
以
内
　
●
保
証
期
間
　
三

ヵ
月
以
内
　
●
保
証
人
及
び
担
保

担
保
は
不
要
、
保
証
人
一
名
以
上
（
法

人
の
場
合
は
代
表
者
の
他
一
名
以
上
）

●
保
証
料
率
　
百
万
円
以
下
年
○
・

ずoのしnしのo丙qつqつoのo翰oの切つじのqつqつ悌し翰㈱o”cれoの切つc寧穐

§　　　　　　　　　　　　　　　　　§
§○○○○○○○○○○　　　　　　　　　　　§

1ひとくちメモ　　　　　　　l

lOOOOOOOOOOOOO　　　　l
§　　　　　　　　　　　　　　　　　§

1　明るい選挙　　1
§　　　　　　　　　　　　　　　　　§
§　国民のすべてが選挙にさいして、　　　　§
§買収供応などにまどわされることな　　　　§
1く、義理や人情にとらわれることな　1

§く、自分の真実の意思を表明するこ　　　　　§

1とによつて代表者を選び出すことを　1

§いいます・　　　　　　　　　　　　　　　　§
§　今日の選挙の実態をみると、選挙　　　　§
1運動には膨大な金を要し買収供応行　1

§為が見られ、また地縁、血縁による　　　　　§
§情実などにより、国民の自由な意思　　　　　§

1の表明を阻害している面がある！と　1

§はいなめない事実です。そこで、こ　　　　§
1・のような選挙の現状を打破し・公正　妻

§明朗に行われるべき選挙本来の姿を　　　　　§
§実現するためのスローガンとしてと　　　　§
1りあげられたのが明ざい選挙です・　1

§　このようなスローガンはこれまで　　　　§
1においても多く用いられてきました・古くは1

§選挙浄化、選挙粛正、公明選挙などがあり・　§
§最近においては明るく正しい選挙、金のかか§
1らない選挙・きれいな選挙など・すべて民主1

§主義のための選挙の実現を目標としたものです・§
1』切o⑳oめ伽ohじめ伽qっ＿伽切oじ翰cわ切oじの切っ㈱切っしh一

七
五
暫
、
百
万
円
以
上
年
○
・
九
五
著

●
貸
付
利
率
　
金
融
機
関
の
定
め
る

と
こ
ろ
に
よ
る
。

取
扱
い
金
融
機
関
　
銀
行
　
相
互
銀

行
、
信
用
組
合
、
中
金
、
公
庫
　
等

取
扱
い
期
間
　
昭
和
五
十
二
年
十
月

一
日
か
ら
五
十
三
年
三
月
三
十
一
日

ま
で
。
事
業
資
金
の
借
入
れ

　
　
　
申
込
み
は
お
早
目
に

　
国
民
金
融
公
庫
長
岡
支
店
で
は
、

現
在
、
年
末
期
の
事
業
資
金
の
融
資

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
例
年
、
年
末
期
に
は
申
込
み
が
一

時
期
に
集
中
し
、
な
か
に
は
年
内
に

融
資
が
間
に
合
わ
な
い
場
合
も
あ
り

ま
す
。
年
内
に
資
金
を
必
要
な
方
は
、

お
そ
く
と
も
十
一
月
十
日
ご
ろ
ま
で

に
申
込
み
く
だ
さ
い
。

　
貸
出
金
利
は
、
九
月
二
十
一
日
か

ら
年
七
・
六
舞
に
下
り
ま
し
た
。

　
普
通
貸
付
（
一
般
の
事
業
資
金
）

《
運
転
資
金
》
　
商
品
の
仕
入
れ
や
、

買
掛
金
、
手
形
な
ど
の
決
済
資
金

《
設
備
資
金
》
　
お
店
の
改
装
や
新
築
、

機
械
な
ど
の
設
備
資
金

　
融
資
の
条
件

融
資
額
　
一
千
二
百
万
円
以
内
（
既

に
ご
利
用
に
な
っ
て
い
る
方
に
つ
い

て
は
、
そ
の
残
高
を
含
み
ま
す
。
）

利
率
　
年
七
・
六
習

保
証
人
　
原
則
と
し
て
一
名
以
上
と

し
、
担
保
を
必
要
と
す
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

　
な
お
、
商
工
会
議
所
、
商
工
会
を

窓
口
と
し
て
い
る
⑭
「
経
営
改
善
貸

10月31目まで）

付
」
を
利
用
す
る
方
も
早
め
に
申
込
限

ん
で
く
だ
さ
い
。

中
小
企
業
の
退
職
金

　
　
共
済
制
度
の
加
入
を

第4期（納期

　
し
っ
か
り
し
た
退
職
金
制
度
を
持
料

つ
こ
と
が
む
づ
か
し
い
中
小
企
業
に
険

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
保

国
が
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
大
企
業
と
康

同
じ
よ
う
な
退
職
金
を
支
払
う
こ
と
健

が
で
き
る
よ
う
に
し
よ
う
t
と
民

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
』
　
　
、
国

い
う
こ
と
で
生
ま
れ
た
の
が
「
中
層
●

企
業
退
職
金
共
済
制
度
」
で
す
・
期

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3

　
▼
こ
の
制
度
に
加
入
で
き
る
の
は
第

　
①
従
業
員
五
十
人
以
下
の
小
売
、
税

　
サ
ー
ビ
ス
業
②
百
人
以
下
の
卸
売
民

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
市

　
業
③
三
百
人
以
下
の
製
造
業
な
ど
”

　
そ
の
他
の
業
種
　
　
　
　
　
税

　
▼
申
込
方
法
は
、
所
定
の
申
込
書
納

　
に
一
ヵ
月
の
掛
け
金
を
添
え
・
銀
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
月

　
行
な
ど
一
般
金
融
機
関
に
提
出
す
今

　
る
こ
と
。

　
な
お
、
く
わ
し
く
は
、
県
労
政
課

　
ま
た
は
金
融
機
関
へ
。

（3）1””1”“1”lllOII”1”911”とrJ墜∬」レ3」『」彫』5だ’』臣1”1”“Illl“llll“llllllIlllllll”1”lll“”1”1”ll”1“1“IllOmlll”II”Illl”昭和52年lo月25日

人
権
相
談
所
を
開
設
薬

　
地
方
法
務
局
及
び
人
権
よ
う
護
委

員
協
議
会
は
、
つ
ぎ
の
と
お
り
人
権

相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

　
相
談
は
無
料
、
秘
密
は
厳
守
さ
れ

ま
す
の
で
お
気
軽
に
お
出
か
け
く
だ

さ
い
。

日
時
　
十
一
月
十
五
日
⑳
午
前
十
時

　
～
午
後
三
時
ま
で

場
所
　
市
公
民
館
本
館

相
談
担
当
者
　
人
権
よ
う
護
委
員
、

　
法
律
扶
助
協
会
弁
護
士
、
法
務
局

　
長
岡
支
局
長
及
び
総
務
課
長
、
長

　
岡
検
察
審
査
会
事
務
局
長

相
談
内
容

　
●
老
人
や
婦
女
子
が
虐
待
さ
れ
て

　
い
る
。
騒
音
、
悪
臭
等
で
生
活
が

　
お
び
や
か
さ
れ
て
い
る
。
お
ど
し

　
や
暴
力
で
義
務
の
な
い
こ
と
を
強

　
い
ら
れ
た
り
、
家
主
や
地
主
か
ら

　
一
方
的
に
お
い
た
て
ら
れ
て
い
る
。

他
人
と
差
別
し
て
扱
わ
れ
て
い
る

　
等
の
人
権
問
題

　
●
借
地
、
借
家
、
登
記
、
戸
籍
、

供
託
そ
の
他
民
事
、
刑
事
関
係
の

　
問
題

　
●
交
通
事
故
に
よ
る
損
害
賠
賞
、

離
婚
、
土
地
、
建
物
等
に
関
す
る

紛
争
が
起
き
た
が
、
資
力
に
乏
し

　
い
た
め
訴
訟
で
解
決
を
は
か
れ
な

　
い
と
き
等
の
問
題

停
電
の
お
知
ら
せ

　
▼
十
一
月
八
日
㈹
　
午
前
八
時
～

惚
櫓
凶
函
薦
※
懸
※
麟
癩
※
懸
歯
懸
惚
懸
懸
懸
凶
錫
寒
懸
※
懸
愚
※
卿
懸
懸
懸
※
函
歯
※
愚
愚
図
愚
※
櫓

～熟西

灘むしぱ幾

　　　　　　　　　　一あなたも自己診断一

心あたりの項目が4つあれば中毒の危険がある

　　　　6つあればアルコール中毒です。

①
酒
を
飲
ん
で
仕
事
を
サ
ボ
ル
こ
と
が
あ
る

②
飲
ん
で
家
庭
に
波
風
が
立
つ
こ
と
が
あ
る

③
飲
ん
で
人
か
ら
不
評
を
か
う

④
飲
ん
だ
後
で
深
く
後
悔
す
る

⑤
毎
日
同
じ
時
間
に
飲
み
た
く
な
る

⑥
飲
ま
な
い
と
眠
れ
な
い

⑦
翌
朝
ま
た
飲
み
た
く
な
る

⑧
外
で
一
人
で
飲
む

⑨
飲
む
と
家
庭
の
こ
と
に
無
関
心
に
な
る

⑩
酒
の
た
め
経
済
的
危
機
に
陥
っ
た
こ
と
が
あ
る

⑪
お
じ
け
を
除
く
た
め
に
飲
む

⑫
自
信
を
つ
け
る
た
め
に
飲
む

⑬
不
安
か
ら
の
が
れ
る
た
め
に
飲
む

⑭
飲
む
と
友
人
を
見
下
し
た
く
な
る

⑮
飲
む
と
仕
事
の
能
率
が
ひ
ど
く
下
が
る

⑯
飲
む
と
向
上
心
が
な
く
な
っ
て
し
ま
う

⑰
飲
ん
で
完
全
に
記
憶
を
失
っ
た
こ
と
が
あ
る

⑱
飲
ん
で
仕
事
上
の
ミ
ス
を
し
た
こ
と
が
あ
る

⑲
飲
ん
で
医
者
に
か
か
っ
た
こ
と
が
あ
る

⑳
酒
の
た
め
病
院
に
入
院
し
た
こ
と
が
あ
る

　十日町市内に入・退院をくりかえしているアルコール中毒

患者が25人います。

　お酒は上手に飲めば「百薬の長」に、下手に飲めば「毒薬」

に転じます。上記20項目のようなことがポッポッはじまりま

すと、中毒に近づき最後には知能、記憶、思考力まで侵され

社会生活が不可能になってしまいます。このような症状が出

てきますと、本人の力だけでは回復は困難になつてきますの

で、本人、家族も含み、地域ぐるみで協力しあわなければな

りません。

午
前
十
一
時
半
ま
で
、
北
新
田
、
城

之
古
一
部
▼
十
一
月
八
日
㈹
午

後
］
時
～
午
後
四
時
ま
で
、
山
本
町

一
丁
目
の
一
部
・
川
治
下
町
第
一
・

第
二
、
川
治
下
町
第
三
の
一
部
　
▼

＋
一
月
十
一
日
囲
午
前
九
時
～
午

後
四
時
ま
で
、
為
永
の
一
部
、
山
根

仙
之
山
、
下
り
木
、
塩
野
、
願
入
、

平
、
戸
渡
、
漉
野
、
二
子

電
気
の
検
針
日
・

　
　
　
集
金
日
を
変
更

　
東
北
電
力
で
は
、
増
加
す
る
お
客

様
関
係
の
業
務
を
一
層
円
滑
に
進
め

る
た
め
、
管
内
全
般
に
わ
た
り
新
し

い
地
域
割
を
行
い
、
今
ま
で
の
検
針

日
、
集
金
日
（
振
替
日
）
を
十
一
月

分
よ
り
全
面
的
に
組
み
か
え
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

，
螺
蟹
灘
翻
麟
麟
覇
鰯
獄
麟
醸
ー
．

　
　
　
顧
塗
識
難
灘
慧
潔
雛

　
　
　
　
　
　
　
灘
辮
潟
講
雛
馨
懸
轟
雛
灘
蝶
嚢

　
こ
の
た
め
十
一
月
分
の
検
針
日
、

集
金
日
が
正
常
な
一
ヵ
月
よ
り
、
若

干
延
長
ま
た
は
短
縮
さ
れ
る
地
区
が

あ
り
ま
す
の
で
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㍉

“
ご
存
知
で
す
か
奥
さ
ま
”
　
よ

　
1
消
費
者
の
た
め
の
テ
レ
ビ
番
組
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
味

　
新
潟
総
合
テ
レ
ビ
で
は
、
　
「
消
費
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
買

者
を
守
る
た
め
に
」
（
通
産
省
提
共
）
で

と
い
う
テ
レ
ビ
番
組
を
十
月
か
ら
放
内

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
市

送
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は

　
こ
の
番
組
は
、
訪
問
販
売
の
注
意
コ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や
ヤ

や
ユ
ニ
ッ
ト
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
の
利
点
ノ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
タ

な
ど
、
消
費
者
に
役
立
つ
知
識
を
ド

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ

ラ
マ
展
開
の
中
で
教
え
る
も
の
で
す
。
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と

放
送
は
、
毎
週
土
曜
日
の
午
前
七
時
の

半
か
ら
十
五
分
で
十
三
週
に
わ
た
っ
ぎ

て
放
送
さ
れ
ま
す
・
●
稼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
出

　
　
　
　
　
　
　
　
靴
　
　
　
　
馨
　
　
ナ

鍛
謙
灘
灘
雛
灘
躍
韓
　
　
溺
か

灘
講
簸
響
薙
、
、
拙



、
q
q
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特
別
保
証
制
度
を
設
置

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
無
担
保
で
七
百
万
円

　
新
潟
県
信
用
保
証
協
会
は
、
十
月

一
日
か
ら
、
新
潟
県
構
造
不
況
、
円

高
対
策
特
別
保
証
制
度
を
設
け
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
長
期
に
わ
た
る
構
造

不
況
又
は
最
近
の
急
激
な
円
高
傾
向

に
よ
り
、
厳
し
い
状
況
下
の
中
小
企

業
の
金
融
の
円
滑
を
図
り
、
経
営
の

安
定
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
に
設
け

ら
れ
た
も
の
で
す
。

保
証
対
象
　
県
内
に
店
舗
又
は
工
場

を
有
し
、
六
ヵ
月
以
上
同
一
事
業
を

営
む
中
小
企
業
者
で
、
つ
ぎ
の
事
項

に
該
当
す
る
者

ω
特
定
業
種
（
繊
維
工
業
　
鉄
工
業

一
般
機
械
器
具
製
造
業
　
等
）

働
認
定
基
準
　
つ
ぎ
の
事
項
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
者

　
●
最
近
三
ヵ
月
間
の
月
平
均
売
上

高
な
い
し
生
産
数
量
等
又
は
今
後
三

ヵ
月
間
の
受
注
数
量
が
、
昭
和
五
十

年
度
又
は
五
十
一
年
度
同
期
の
月
平

均
売
上
高
な
い
し
生
産
数
量
等
に
比

し
て
、
お
お
む
ね
十
獅
以
上
減
少
し

て
い
る
こ
と
に
よ
り
経
営
に
著
し
い

支
障
の
あ
る
こ
と
。

　
●
そ
の
他
特
別
の
事
由
に
よ
り
こ

の
制
度
の
対
象
と
す
る
こ
と
が
適
当

で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
。

個
認
定
　
ω
、
ω
に
該
当
す
る
こ
と

を
市
町
村
長
が
認
定
し
た
者
。

資
金
使
途
　
運
転
資
金

保
証
条
件
　
●
保
証
限
度
　
一
企
業

七
百
万
円
以
内
　
●
保
証
期
間
　
三

ヵ
月
以
内
　
●
保
証
人
及
び
担
保

担
保
は
不
要
、
保
証
人
一
名
以
上
（
法

人
の
場
合
は
代
表
者
の
他
一
名
以
上
）

●
保
証
料
率
　
百
万
円
以
下
年
○
・

ずoのしnしのo丙qつqつoのo翰oの切つじのqつqつ悌し翰㈱o”cれoの切つc寧穐

§　　　　　　　　　　　　　　　　　§
§○○○○○○○○○○　　　　　　　　　　　§

1ひとくちメモ　　　　　　　l

lOOOOOOOOOOOOO　　　　l
§　　　　　　　　　　　　　　　　　§

1　明るい選挙　　1
§　　　　　　　　　　　　　　　　　§
§　国民のすべてが選挙にさいして、　　　　§
§買収供応などにまどわされることな　　　　§
1く、義理や人情にとらわれることな　1

§く、自分の真実の意思を表明するこ　　　　　§

1とによつて代表者を選び出すことを　1

§いいます・　　　　　　　　　　　　　　　　§
§　今日の選挙の実態をみると、選挙　　　　§
1運動には膨大な金を要し買収供応行　1

§為が見られ、また地縁、血縁による　　　　　§
§情実などにより、国民の自由な意思　　　　　§

1の表明を阻害している面がある！と　1

§はいなめない事実です。そこで、こ　　　　§
1・のような選挙の現状を打破し・公正　妻

§明朗に行われるべき選挙本来の姿を　　　　　§
§実現するためのスローガンとしてと　　　　§
1りあげられたのが明ざい選挙です・　1

§　このようなスローガンはこれまで　　　　§
1においても多く用いられてきました・古くは1

§選挙浄化、選挙粛正、公明選挙などがあり・　§
§最近においては明るく正しい選挙、金のかか§
1らない選挙・きれいな選挙など・すべて民主1

§主義のための選挙の実現を目標としたものです・§
1』切o⑳oめ伽ohじめ伽qっ＿伽切oじ翰cわ切oじの切っ㈱切っしh一

七
五
暫
、
百
万
円
以
上
年
○
・
九
五
著

●
貸
付
利
率
　
金
融
機
関
の
定
め
る

と
こ
ろ
に
よ
る
。

取
扱
い
金
融
機
関
　
銀
行
　
相
互
銀

行
、
信
用
組
合
、
中
金
、
公
庫
　
等

取
扱
い
期
間
　
昭
和
五
十
二
年
十
月

一
日
か
ら
五
十
三
年
三
月
三
十
一
日

ま
で
。
事
業
資
金
の
借
入
れ

　
　
　
申
込
み
は
お
早
目
に

　
国
民
金
融
公
庫
長
岡
支
店
で
は
、

現
在
、
年
末
期
の
事
業
資
金
の
融
資

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
例
年
、
年
末
期
に
は
申
込
み
が
一

時
期
に
集
中
し
、
な
か
に
は
年
内
に

融
資
が
間
に
合
わ
な
い
場
合
も
あ
り

ま
す
。
年
内
に
資
金
を
必
要
な
方
は
、

お
そ
く
と
も
十
一
月
十
日
ご
ろ
ま
で

に
申
込
み
く
だ
さ
い
。

　
貸
出
金
利
は
、
九
月
二
十
一
日
か

ら
年
七
・
六
舞
に
下
り
ま
し
た
。

　
普
通
貸
付
（
一
般
の
事
業
資
金
）

《
運
転
資
金
》
　
商
品
の
仕
入
れ
や
、

買
掛
金
、
手
形
な
ど
の
決
済
資
金

《
設
備
資
金
》
　
お
店
の
改
装
や
新
築
、

機
械
な
ど
の
設
備
資
金

　
融
資
の
条
件

融
資
額
　
一
千
二
百
万
円
以
内
（
既

に
ご
利
用
に
な
っ
て
い
る
方
に
つ
い

て
は
、
そ
の
残
高
を
含
み
ま
す
。
）

利
率
　
年
七
・
六
習

保
証
人
　
原
則
と
し
て
一
名
以
上
と

し
、
担
保
を
必
要
と
す
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

　
な
お
、
商
工
会
議
所
、
商
工
会
を

窓
口
と
し
て
い
る
⑭
「
経
営
改
善
貸

10月31目まで）

付
」
を
利
用
す
る
方
も
早
め
に
申
込
限

ん
で
く
だ
さ
い
。

中
小
企
業
の
退
職
金

　
　
共
済
制
度
の
加
入
を

第4期（納期

　
し
っ
か
り
し
た
退
職
金
制
度
を
持
料

つ
こ
と
が
む
づ
か
し
い
中
小
企
業
に
険

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
保

国
が
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
大
企
業
と
康

同
じ
よ
う
な
退
職
金
を
支
払
う
こ
と
健

が
で
き
る
よ
う
に
し
よ
う
t
と
民

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
』
　
　
、
国

い
う
こ
と
で
生
ま
れ
た
の
が
「
中
層
●

企
業
退
職
金
共
済
制
度
」
で
す
・
期

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3

　
▼
こ
の
制
度
に
加
入
で
き
る
の
は
第

　
①
従
業
員
五
十
人
以
下
の
小
売
、
税

　
サ
ー
ビ
ス
業
②
百
人
以
下
の
卸
売
民

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
市

　
業
③
三
百
人
以
下
の
製
造
業
な
ど
”

　
そ
の
他
の
業
種
　
　
　
　
　
税

　
▼
申
込
方
法
は
、
所
定
の
申
込
書
納

　
に
一
ヵ
月
の
掛
け
金
を
添
え
・
銀
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
月

　
行
な
ど
一
般
金
融
機
関
に
提
出
す
今

　
る
こ
と
。

　
な
お
、
く
わ
し
く
は
、
県
労
政
課

　
ま
た
は
金
融
機
関
へ
。

（3）1””1”“1”lllOII”1”911”とrJ墜∬」レ3」『」彫』5だ’』臣1”1”“Illl“llll“llllllIlllllll”1”lll“”1”1”ll”1“1“IllOmlll”II”Illl”昭和52年lo月25日

人
権
相
談
所
を
開
設
薬

　
地
方
法
務
局
及
び
人
権
よ
う
護
委

員
協
議
会
は
、
つ
ぎ
の
と
お
り
人
権

相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

　
相
談
は
無
料
、
秘
密
は
厳
守
さ
れ

ま
す
の
で
お
気
軽
に
お
出
か
け
く
だ

さ
い
。

日
時
　
十
一
月
十
五
日
⑳
午
前
十
時

　
～
午
後
三
時
ま
で

場
所
　
市
公
民
館
本
館

相
談
担
当
者
　
人
権
よ
う
護
委
員
、

　
法
律
扶
助
協
会
弁
護
士
、
法
務
局

　
長
岡
支
局
長
及
び
総
務
課
長
、
長

　
岡
検
察
審
査
会
事
務
局
長

相
談
内
容

　
●
老
人
や
婦
女
子
が
虐
待
さ
れ
て

　
い
る
。
騒
音
、
悪
臭
等
で
生
活
が

　
お
び
や
か
さ
れ
て
い
る
。
お
ど
し

　
や
暴
力
で
義
務
の
な
い
こ
と
を
強

　
い
ら
れ
た
り
、
家
主
や
地
主
か
ら

　
一
方
的
に
お
い
た
て
ら
れ
て
い
る
。

他
人
と
差
別
し
て
扱
わ
れ
て
い
る

　
等
の
人
権
問
題

　
●
借
地
、
借
家
、
登
記
、
戸
籍
、

供
託
そ
の
他
民
事
、
刑
事
関
係
の

　
問
題

　
●
交
通
事
故
に
よ
る
損
害
賠
賞
、

離
婚
、
土
地
、
建
物
等
に
関
す
る

紛
争
が
起
き
た
が
、
資
力
に
乏
し

　
い
た
め
訴
訟
で
解
決
を
は
か
れ
な

　
い
と
き
等
の
問
題

停
電
の
お
知
ら
せ

　
▼
十
一
月
八
日
㈹
　
午
前
八
時
～

惚
櫓
凶
函
薦
※
懸
※
麟
癩
※
懸
歯
懸
惚
懸
懸
懸
凶
錫
寒
懸
※
懸
愚
※
卿
懸
懸
懸
※
函
歯
※
愚
愚
図
愚
※
櫓

～熟西

灘むしぱ幾

　　　　　　　　　　一あなたも自己診断一

心あたりの項目が4つあれば中毒の危険がある

　　　　6つあればアルコール中毒です。

①
酒
を
飲
ん
で
仕
事
を
サ
ボ
ル
こ
と
が
あ
る

②
飲
ん
で
家
庭
に
波
風
が
立
つ
こ
と
が
あ
る

③
飲
ん
で
人
か
ら
不
評
を
か
う

④
飲
ん
だ
後
で
深
く
後
悔
す
る

⑤
毎
日
同
じ
時
間
に
飲
み
た
く
な
る

⑥
飲
ま
な
い
と
眠
れ
な
い

⑦
翌
朝
ま
た
飲
み
た
く
な
る

⑧
外
で
一
人
で
飲
む

⑨
飲
む
と
家
庭
の
こ
と
に
無
関
心
に
な
る

⑩
酒
の
た
め
経
済
的
危
機
に
陥
っ
た
こ
と
が
あ
る

⑪
お
じ
け
を
除
く
た
め
に
飲
む

⑫
自
信
を
つ
け
る
た
め
に
飲
む

⑬
不
安
か
ら
の
が
れ
る
た
め
に
飲
む

⑭
飲
む
と
友
人
を
見
下
し
た
く
な
る

⑮
飲
む
と
仕
事
の
能
率
が
ひ
ど
く
下
が
る

⑯
飲
む
と
向
上
心
が
な
く
な
っ
て
し
ま
う

⑰
飲
ん
で
完
全
に
記
憶
を
失
っ
た
こ
と
が
あ
る

⑱
飲
ん
で
仕
事
上
の
ミ
ス
を
し
た
こ
と
が
あ
る

⑲
飲
ん
で
医
者
に
か
か
っ
た
こ
と
が
あ
る

⑳
酒
の
た
め
病
院
に
入
院
し
た
こ
と
が
あ
る

　十日町市内に入・退院をくりかえしているアルコール中毒

患者が25人います。

　お酒は上手に飲めば「百薬の長」に、下手に飲めば「毒薬」

に転じます。上記20項目のようなことがポッポッはじまりま

すと、中毒に近づき最後には知能、記憶、思考力まで侵され

社会生活が不可能になってしまいます。このような症状が出

てきますと、本人の力だけでは回復は困難になつてきますの

で、本人、家族も含み、地域ぐるみで協力しあわなければな

りません。

午
前
十
一
時
半
ま
で
、
北
新
田
、
城

之
古
一
部
▼
十
一
月
八
日
㈹
午

後
］
時
～
午
後
四
時
ま
で
、
山
本
町

一
丁
目
の
一
部
・
川
治
下
町
第
一
・

第
二
、
川
治
下
町
第
三
の
一
部
　
▼

＋
一
月
十
一
日
囲
午
前
九
時
～
午

後
四
時
ま
で
、
為
永
の
一
部
、
山
根

仙
之
山
、
下
り
木
、
塩
野
、
願
入
、

平
、
戸
渡
、
漉
野
、
二
子

電
気
の
検
針
日
・

　
　
　
集
金
日
を
変
更

　
東
北
電
力
で
は
、
増
加
す
る
お
客

様
関
係
の
業
務
を
一
層
円
滑
に
進
め

る
た
め
、
管
内
全
般
に
わ
た
り
新
し

い
地
域
割
を
行
い
、
今
ま
で
の
検
針

日
、
集
金
日
（
振
替
日
）
を
十
一
月

分
よ
り
全
面
的
に
組
み
か
え
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

，
螺
蟹
灘
翻
麟
麟
覇
鰯
獄
麟
醸
ー
．

　
　
　
顧
塗
識
難
灘
慧
潔
雛

　
　
　
　
　
　
　
灘
辮
潟
講
雛
馨
懸
轟
雛
灘
蝶
嚢

　
こ
の
た
め
十
一
月
分
の
検
針
日
、

集
金
日
が
正
常
な
一
ヵ
月
よ
り
、
若

干
延
長
ま
た
は
短
縮
さ
れ
る
地
区
が

あ
り
ま
す
の
で
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㍉

“
ご
存
知
で
す
か
奥
さ
ま
”
　
よ

　
1
消
費
者
の
た
め
の
テ
レ
ビ
番
組
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
味

　
新
潟
総
合
テ
レ
ビ
で
は
、
　
「
消
費
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
買

者
を
守
る
た
め
に
」
（
通
産
省
提
共
）
で

と
い
う
テ
レ
ビ
番
組
を
十
月
か
ら
放
内

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
市

送
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は

　
こ
の
番
組
は
、
訪
問
販
売
の
注
意
コ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や
ヤ

や
ユ
ニ
ッ
ト
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
の
利
点
ノ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
タ

な
ど
、
消
費
者
に
役
立
つ
知
識
を
ド

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ

ラ
マ
展
開
の
中
で
教
え
る
も
の
で
す
。
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と

放
送
は
、
毎
週
土
曜
日
の
午
前
七
時
の

半
か
ら
十
五
分
で
十
三
週
に
わ
た
っ
ぎ

て
放
送
さ
れ
ま
す
・
●
稼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
出

　
　
　
　
　
　
　
　
靴
　
　
　
　
馨
　
　
ナ

鍛
謙
灘
灘
雛
灘
躍
韓
　
　
溺
か

灘
講
簸
響
薙
、
、
拙
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イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

　
　
予
防
接
種
を
実
施

　
昭
和
五
十
二
年
度
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
予
防
接
種
を
下
表
の
と
お
り
実
施

し
ま
す
。

該
当
者
　
満
三
歳
以
上
十
五
歳
ま
で

　
　
　
　
　
の
希
望
者
で
、
特
に
集

団
生
活
を
し
て
い
る
者

料
金
（
予
定
）
　
三
歳

か
ら
小
学
校
入
学
前
の

者
一
回
百
三
十
円
小

学
校
一
年
か
ら
中
学
校

一
年
ま
で
の
者
一
回
百

九
十
円
　
中
学
校
二
年

以
上
の
者
一
回
三
百
十

円
。禁
忌
　
有
熱
者
、
病
後

衰
弱
著
し
い
者
、
ア
レ

レ
ル
ギ
ー
体
質
特
に
鶏

卵
ア
レ
ル
ギ
ー
の
者
、

生
ワ
ク
チ
ン
の
投
与
又

は
接
種
を
受
け
て
一
ヵ

月
を
す
ぎ
な
い
者
、
そ

の
他
医
師
が
不
適
当
と
認
め
た
者
。

※
体
温
測
定
、
母
子
健
康
手
帳
、
印

か
ん
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
。

※
こ
の
予
防
接
種
は
希
望
者
全
員
二

回
接
種
と
な
り
ま
す
。

珠
田
分
校
区

馬
場
小
学
校
区

水
沢
小
学
校
区

り十

よ日

り町

西（
側本
）町通

赤
倉
分
校
区

大
池
小
学
校
，区

り十

よ日

り町

東＿
側本
）町通

真
田
小
学
校
区

鐙
島
小
学
校
区

中
条
小
学
校
区

野
中
小
学
校
区

塩
の
又
分
校
区

六
箇
小
学
校
区

東
下
組
小
学
校
区

名
ケ
宗
穫
区

吉
田
小
学
校
区

川
治
小
学
校
区

八
箇
小
学
校
区

枯
木
又
分
校
区

飛
二
小
学
校
区

飛
一
小
学
校
区

東
小
学
校
区

下
条
小
学
校
区

実
施
地
区

　11
　月（月）28

　日

　11
　月休）24

　日

11

月
㈹22

日

　11
　月㈲14
　日

　11
　月囲　11

　日

　11
　月㈱　10

　日

　11　月㈱　9
　日

　11
　月㈹8

　目

一
回
目

　12
　月㈲5

　日

　12
　月休）1
　日

11

月
㈹29

日

　11
　月（月）21

　日

　11
　月囲　18

　日

　11
　月㈱　16

　日

　11
　月困　17
　日

　11
　月㈹15
　目

二
回
目

3
時
1
0
分
～
3
時
2
0
分

2
時
4
0
分
～
3
時

1
時
30
分
～
2
時
3
0
分

1
時
30
分
～
2
時
30
分

2
時
3
0
分
～
2
時
4
0
分

2
時
～
2
時
1
0
分

1
時
30
分
～
2
時
3
0
分

3
時
4
0
分
～
3
時
5
0
分

2
時
～
3
時
3
0
分

1
時
3
0
分
～
2
時
3
0
分

3
時
2
0
分
～
3
時
30
分

2
時
4
0
分
～
2
時
50
分

2
時
～
2
時
1
5
分

2
時
～
2
時
3
0
分

3
時
～
3
時
1
5
分

2
時
～
2
時
3
0
分

2
時
～
3
時

1
時
4
5
分
～
2
時

3
時
2
0
分
～
3
時
3
0
分

2
時
50
分
～
3
時

2
時
～
2
時
1
5
分

1
時
3
0
分
～
2
時
3
0
分

1
時
5
0
分
～
2
時
2
0
分

受
一
付
午
毯
時
間

珠
田
分
校

馬
場
小
学
校

水
沢
出
張
所

青勤

少労

年
ホ
1
ム

赤
倉
分
校

大
池
小
学
校

青勤

少労

年
ホ
1
ム

真
田
小
学
校

鐙
島
小
学
校

中
条
小
学
校

野
中
小
学
校

塩
の
又
分
校

六
箇
小
学
校

東
下
組
小
学
校

名
ケ
山
小
学
校

吉
田
小
学
校

川
治
公
民
館

八
箇
小
学
校

枯
木
又
分
校

飛
二
小
学
校

飛
一
小
学
校

東
小
学
校

下
条
出
張
所

実
施
会
場

r”…”……甲…”’－……”………”……”……：
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　歳診　
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事
業
名

1011
㈱日月

1011
困日月

1111
働日月

1111
㈹日月

1511
㈹日月 9　11困日月 8　11㈹日月

期
日

i27翁23　20　13　6　安3　　i
…目藷日日日日皆日鞘

il濡爵㍑1郵謂識懸i
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～覆

瀦
半半

～釜
1。岩1

聾

～覆

編
半

～釜

1。男1

噸

午
～後

2　1
時時半

　午～
　後1　　　1
時　　時
半

　午～
　後2　　　1
時　　時
半

受
付
時
間

吉
田
出
張
所
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保
育
所
入
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児
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を
募
集
ノ

　
　
　
　
　
申
し
込
み
は
12
月
2
0
日
ま
で
に
＊
・

　
昭
和
五
十
三
年
四
月
保
育
所
入
所

児
童
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
の

で
、
希
望
者
は
市
役
所
社
会
福
祉
事

務
所
に
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

　
受
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間
　
十
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日
～
十
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月
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ま
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。

　
入
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し
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り
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け
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用
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福
祉
事
務
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及
び

各
保
育
所
に
あ
り
ま
す
。
》

飛所簾定汰員

　
そ
の
他
　
母
親
が
内
職
を
し
て
い

る
場
合
は
、
事
業
主
の
証
明
書
が
必

要
。
ま
た
祖
父
母
、
父
母
等
が
病
気

の
場
合
は
医
師
の
診
断
書
が
必
要
。

入
所
選
考
に
あ
た
り
、
幼
稚
園
や
へ

き
地
保
育
所
に
入
園
が
決
定
さ
れ
て

い
る
児
童
に
つ
い
て
は
選
考
の
対
象

か
ら
除
外
と
な
り
ま
す
．
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祉
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へ
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七
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三
一
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番
）

森　山　十　北　四　北　下　鐙　高　川　十　十

園　園　園　園　園　所所所所所所所

保
去
目
所
名

3
歳

188166231211513162118 未満
児

3
歳

720　313175843511161012 以上
児

ム
口

90819194070541024323130
計

昌
　鞭脇
漣北原保育所

　市内では、来年4月
1目の開設を目ざして
つぎの保育所が新設工
事を進めています。

構造等定員所場置設設置代表者称名

　　木造平屋造
70名　　　　　　、
　　　建築面積435m

北原部落内十目町市長
市　　　立

北原保育所

　　鉄筋コンクリート

90名　　2階建
　　建築面積553㎡
　　鉄筋コンクリート

90名　　2階建
　　　建築面積548㎡

大黒沢

　　部落内
宮沢礼子
人
　
園
法
育

祉　
　
保

福
会
の
社
森

本町6丁目中村かをる
社会福祉法人

北越保育園

＊北越保育園 は今まで個人経営であって、建物等も老朽化し不便の面もあ
　一、たが、今年法人立とな1）、建物も近代的な施設が完成し、12月1日か

　r）開設される運びとなったものです。
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い
よ
い
よ
降
雪
期
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な
り
ま
し
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が
、
町
内
に
設
置
し
て
あ
る
ご
み
収

集
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
看
板
に
つ
い
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は
、
雪
の
中
に
埋
め
て
破
損
す
る
事

の
な
い
よ
う
各
町
内
の
衛
生
組
合
長

さ
ん
や
班
長
さ
ん
等
の
担
当
者
が
、

看
板
を
取
り
ま
と
め
、
来
春
ま
で
保

管
し
て
お
い
て
下
さ
い
。
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お
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冬
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ご
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は
、
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家
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配
布
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計
画
表
の
と
お
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、
十
二
月
か
ら
変

更
に
な
り
ま
す
の
で
、
お
間
違
え
の

な
い
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
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